








アジアを中心にエネルギーの需要の急速な拡大等、国際エネルギー情勢は大変厳しい状況にある中、2008

年から京都議定書に定める第一約束期間に入った。EUにおいては 2020 年に CO2 の削減量を 20％とすること

が表明された。日本においては第一約束期間の６％さえもかなり困難視されている。一方、2007 年のサミッ

トの場で日本の総理大臣が 2050 年に CO2 を全世界で 50％削減する、「クールアース 50」計画を提案した。

地球の平均気温は、過去百年間で 0.6℃の上昇、日本の平均気温は１℃の上昇そして、東京の平均気温は３℃

上昇しているとのこと。都市部を中心に、この間道路がアスファルトになり、大きな建物が建設され多くの空

調機器が使用されてきた。その結果、近年問題になっているヒートアイランド現象と地球温暖化とが相俟って、

都市部の平均気温を押し上げているという状況である。

地球温暖化対策を進めていく上で、家庭用分野の省エネルギーの推進は非常に重要なテーマである。コージェ

ネレーションシステム（CGS）は省エネルギー設備として、世界的にも認められており、日本国内においても

国の施策として CGS の普及を目指している。特に、燃料電池 CGS の普及が期待されている。

1990 年代の終わりから各方面で進められてきた固体高分子形燃料電池（PEFC）コージェネレーションシス

テムの研究開発は、国の大きな支援を得て実施されている４ヶ年間の大規模実証事業の終了を今年度末に控え

て、大いなる進歩を見たといえる。当初懸念されていた、信頼性・耐久性・コストの各点において最終的な満

足を得る（国から等の支援を得ることなく自立的に普及拡大する）までの目標には達していないものの、商品

として世の中に公開できるレベルに来た。

今まで国家プロジェクトとして進められた、セラミックスガスタービンやセラミックスガスエンジン等のエ

ネルギー関連研究開発は当初の性能目標仕様は達成されたものの残念ながら、商品として世の中に普及するこ

とはなかった。高効率、省エネルギー設備は本格的に普及して初めて、エネルギーセキュリティ・環境改善・

経済成長に貢献できるのである。国家プロジェクトとして進められていた、燃料電池関連の研究開発も 1970

年代の初めから多くのものがあったが、商品として世の中に出されたのは一部のリン酸形燃料電池コージェネ

レーションシステム（PAFC コージェネ）を除いて他にない。この、PAFC コージェネレーションシステムにお

いても本格的普及というには程遠い。

今回の PEFC コージェネレーションシステムは家庭用用途として多くの人々に期待されているものである。

国、メーカー、エネルギー会社そして使用者の理解を得て是非本格的普及がなされるようにしたいものである。

そのためには、国民の皆様特に消費者の皆様のご理解を頂くと共に、これからもより一層のコストダウンと耐

久性・信頼性の向上に向けた研究開発が継続されことが必要である。特に、近年目覚しい進歩を示しているナ

ノテクノロジー・材料分野との連携強化を進めて、高分子膜や触媒を始めとした PEFC の各種要素部品におい

て一層のテクニカルブレークスルーが求められる。

Kuniaki　Honda
Director, Osaka Gas Co., Ltd.
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会告・情報

　SOFC コージェネシステムは発電効率が高く、熱需要をさほど気にする
ことなく運転できるシステムです。PEFC コージェネシステムと較べた場合、
運転地域間の違いがどの様に出てくるか興味が持たれます。

（設置・運転　大阪ガス㈱／システム提供　京セラ㈱）
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